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はじめに 

大田区しょうがい者の日のつどいは、昭和56年に第1回を開催し、毎年開催してきました。 

令和2年度は、コロナ禍の中、第40回を映像形式で開催しました。令和3年度には、開催形式

を検討し、令和４年度から「おおた みんなのつどいプロジェクト」として新しい形で、障がい理解

啓発事業に取り組んでいます。 

この報告書は、「おおた みんなのつどいプロジェクト表彰」を受賞された「障がいのある人もな

い人も笑顔になる地域活動」を冊子にまとめたものです。 

こうした活動が広がり、一人ひとりに心のバリア（障壁）のない社会をめざしてまいりましょう。 

                               

おおた みんなのつどいプロジェクト実行委員会 
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 障がい者福祉施設の 

商品（自主生産品）販売への協力 

１ 活動団体 

 
 ザ・リバープレイス自治会 

２ 取組の内容 

 大田区下丸子のザ・リバープレイス（マンション）における販売会とマンション内のカフェ

で常設販売を実施しています。 

（１） 「おおむすび縁市場」の販売会 

令和４年度 ２回、令和５年度 ２回 

（２） カフェ内での常設販売 

居住者限定利用のカフェ内での常設販売 

３ 活動を通して 

  

 

◇  ザ・リバープレイス居住者に「おおむすびファン」の方がいらっしゃり、販売会の開催の

お話をいただきました。自治会の皆さまのご協力もあり「おおむすび縁市場」販売会が

実現し、現在も継続して実施していただいています。 

◇  居住者の方だけでなく、近隣の方にもおおむすびを PRする機会になっています。 

 

 

◇ ザ・リバープレイス恒例イベント 『 リバプレの日 』 

エントランスでは、いつも『おおむすび』さんの商品をずらりと並べて来場者をむかえま

す。障がいのある人もない人も笑顔になり、やがて、障がいがあるかないかなんて気にし

ないでいられる社会になるよう、これからも手を携えていきたいです。 

4 実行委員会からの応援メッセージ 

 ○  地域の自治会の皆さんに参加、協力いただくことは大きな力になります。一緒

に「みんなにやさしいまち」をつくっていきましょう。 

〇 「おおむすびファン」の方から広がったご縁、素敵です。こんな形で色々な場所

に広がってほしいと思います。 

〇 自治会内で常設販売が盛り上り、今後も継続することを期待しています。 

〇 マンションの自治会が行う理解啓発活動は、マンションと言うミクロな場から 

マクロな場へとつながる活動と感じ、とても素敵な活動だと思いました。 

おおむすび連絡会からのメッセージ 

ザ・リバープレイスからのメッセージ 
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■ ザ・リバープレイスでの販売 

リ
バ
プ
レ
の
日 

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ 
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「小さな村ｇ７商品」委託販売 

販売機会の提供・受注作業提供等 

１ 活動団体 

 
 特定非営利活動法人 小さな村総合研究所 

２ 取組の内容 

 小さな村総合研究所が扱っている７つの村の農産物の加工品を大田区の福祉施設が

販売するという新しい農福連携（大田区版農福連携）の形を進めています。 

（１）  おおむすび縁市場等での委託販売 

おおむすび商品と重複しない「小さな村ｇ７商品」を 

おおむすび縁市場等で販売していただき手数料を支払います。 

（２） 小さな村総合研究所からの新たな販売機会の提供 

◇令和４年度 

 「こどもデパート」 

アイディアコンテスト実施 

会場 

グランデュオ蒲田 東西連絡通路 

◇令和５年度 

 農福連携 小さな村総合研究所  

東京オフィス×おおむすび連絡会 

会場  

 グランデュオ蒲田 東館２F 

（３） 【新企画】 

「小さな村ｇ７商品」の受注宅配等の受注作業の企画 

 

 

 

 

 

３ 活動を通して 

  

 

◇ 販売会でのお客様の買い物の幅が広がっています。 

◇ 「小さな村ｇ７」のお客様が、大田区の福祉の商品と出会い、新たなファンとなっていま

す。 

◇ 新たなビジネスモデルを構築できたことは、おおむすびにとって、大きな収穫となって

います。 

◇ 「小さな村ｇ７」の新規商品等を取扱予定です。 

©大田区 

おおむすび連絡会からのメッセージ 

【小さな村総合研究所とは】 

小さな村総合研究所は、人口519人の関東一小さな村、山梨県丹波山村に

ある特定非営利活動法人です。北海道から九州まで各地域で一番小さな７つ

の村が連携する「小さな村ｇ７サミット」をきっかけに誕生しました。 
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◇ 山梨県丹波山村をはじめ全国７つの小さな村と連携し、都内での情報発信や特産品

販売から小さな村と都市との協働や相互補完につながる取組みをめざしてきました。 

福祉との協働はまさに「目からウロコ」。地方の「農」と都市部の「福祉」というかなりユ

ニークな「農福連携」であり大きな可能性を感じています。いろんな人を笑顔にしたとい

う「笑顔大賞」をいただけたことは大変嬉しく思います。 

４ 実行委員会からの応援メッセージ 

 ○ 仕事は大事な社会参加のひとつです。いつもありがとうございます。 

○  農福連携（大田区版農福連携）という新なビジネスモデルの今後の成果を期待してい

ます。 

〇 おおむすびの商品を使用した新たなビジネスモデルは、共生社会の先端的な試みとし

て、素敵なことだと感じました。 

〇 様々な地域との繋がりのなかで、障がい理解の更なる広がりに期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小さな村総合研究所からのメッセージ 

■ イベントのポスター 
■ 小さな村総合研究所の商品 

ＯＴＡ ふれあいフェスタにて 
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 バルーンアートで笑顔に  

〜南六郷福祉園 新年会〜 
１ 活動団体 

 
 守安 佳秋（日直） 

２ 取組の内容 

 令和 5年１月 20日（金）  

大田区社会福祉協議会の特技ボランティアとして登録しています。 

南六郷福祉園には、大田区社会福祉協議会からの紹介で「新年を祝う会」において、 

バルーンアートを披露しました。 

利用者は、何ができるかみんな興味津々で見守ってくれました。出来上がったバルーン

アートは、鏡餅！会場は、利用者たちの笑顔に包まれました。 

  障がい者施設に限らず色々な施設のイベントに足を運び、バルーンアートの特技で、 

みなさんを笑顔にしています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 活動を通して 

  

 

バルーンアートと出会ってから約９年です。観ても作っても楽しいバルーンアート。 

障がい者施設などで皆さまの笑顔に接し、私も元気いっぱい。障がいがあっても、なく

ても、お子様からご年配の方まで誰でも参加できるバルーンアートを 

これからもお届けしたいです。  

 

 

 

 

 

©大田区 

◇ 作品は、インスタグラム ＠nitchoku でご覧ください。 

◇ ボランティアの紹介は、大田区社会福祉協議会  

おおた地域共生ボランティアセンター 03-3736-5555 

守安さんからのメッセージ 

■ ＯＴＡ ふれあいフェスタ 
プロジェクトと社協のあいちゃん 

■ 新年会の様子 
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◇  コロナ禍でイベントなどに参加できない状況の中、楽しいバルーンアートを披露して

いただき、利用者の笑顔があふれ、とても楽しく盛り上がった新年会になりました。 

 

 

◇  障がいのある方やお子様などにきめ細やかな配慮をして 

披露してくださることが、素晴らしいと感じています。 

◇  ボランティア紹介の取り組みが、障がい理解に貢献できる 

こと嬉しく思います。 

４ 実行委員会からの応援メッセージ 

 〇 みんなを笑顔にする活動を長く続けていただきたいと心から思います。笑顔大

賞にぴったりな方と感じました。もっともっと、笑顔にしてください。 

〇 バルーンアートは、利用者の皆さんの笑顔を引き出すそんな魔法の力があるの

でしょう。これからもずっと頑張っていただきたいと思います。 

○ 障がい者の支援は、単に生活面の支援だけでなく、このように様々な感情を引

き出すような活動も大事な要素だと感じました。 

○ 笑顔、笑顔の楽しいバルーンアートで幸せをありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大田区立南六郷福祉園からのメッセージ 

大田区社会福祉協議会からのメッセージ 

■ 作品の一部（インスタグラムから） 

 

大田社協 
イメージ 
キャラクター 

あいちゃん 
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大田区非公認キャラクター  

大根ちゃま  

大田区立志茂田福祉センター 訪問 
１ 活動団体 

 
 大田区非公認キャラクター 大根ちゃま 

２ 取組の内容 

 令和 5年 9月 20日（水）  

大田区の福祉に関心をもった大根ちゃまは、障がい者通所施設が、どのようなところな

のかを知りたいと思い、大田区公式キャラクターはねぴょんと一緒に、志茂田福祉センタ

ーの自主生産品を販売している「しもだや」のボランティアに参加しました。 

志茂田福祉センターの利用者と一緒に「しもだや」でパンなどを販売しました。食パン、

バターロールパンは、あっという間に完売しました。 

「しもだや」の閉店後は、企業等から受注した軽作業に真剣に取り組む利用者と交流

し、施設長から、知的障がいのある人の日々の生活の様子を教えていただきました。 

 また、近隣の保育園の園児とも交流しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【しもだや】 

毎週水曜日 11時〜14時  

大田区立志茂田福祉センター１階

で美味しいパン、ラスク、ハーブティ

ーなど様゙々な自主生産品を販売し

ています。 

【大根ちゃまプロフィール】  

7 月 13日生まれ。 

大田区非公認ご当地キャラクター。 

大田市場で売られそうになったところを危機一髪、逃げだしたものの、

街や人、飛行機が行き交う大田区が好き過ぎてウロウロと大田区から離

れられずにいる。 

逃げるどころか、もはや「大」田区に「根」を張る大根になりつつある。 
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３ 活動を通して 

  

 

◇  大田区手をつなぐ育成会は、心のバリアフリーすすめ隊による理解啓発活動を進め

ています。今回は間接的な理解啓発活動として、大根ちゃまと志茂田福祉センターをつ

なぐ役割を担いました。 

今回実現した大根ちゃまの訪問は、利用者、近隣保育園児、地域の皆さま、大根ちゃ

まのファンの皆さまとの心温まる交流が生まれました。 

障がいのある人とない人が、大根ちゃまを中心に共に楽しいひと時を過ごし、みんな

が笑顔になりました。これこそが共生社会のめざすところです。今回の活動は、大田区

手をつなぐ育成会の働きかけに、大根ちゃまと志茂田福祉センターが快く理解を示し、

協力をいただいたことで成り立ちました。障がいのある人とない人の心を結びつけた地

域活動となりました。 

大根ちゃまと福祉の交流が広がることを願っています。 

 

 

◇  大根ちゃまの使命は、みんなを笑顔にすることちゃま。笑顔にする自信はあったが、

初めての志茂田福祉センターでのボランティアで、ドキドキだったちゃま。 

利用者のみんなが、大根ちゃまを仲間に入れてくれて感謝ちゃま。 

みんなの笑顔がとてもうれしかったちゃま。 

 

 

 

 

 

４ 実行委員会からの応援メッセージ 

 〇 大田区に根を張る大根ちゃまが、福祉に関心を持ちボランティア活動を行ってくださる

ことに感激です。今後も、大田区の障がい者施設でお会いできると嬉しいです！ 

○ もっと知っていただけるように色々なイベントに来て欲しいです。私も大根ちゃまが 

大好きです。 

〇 ネーミングがとてもかわいらしくて一度聞いたら忘れられません。活動内容を知って

ますます応援したくなりました。これからも大田区の色々な場所でご活躍していただくこ

とを期待しています。 

○ 新しいキャラクターを使う活動は、理解啓発において、新たな理解を生む活動です。こ

れからの活動を応援しています。 

○ 大根は、どんな料理も引き立てる！こどもや障がい者に大人気の「大根ちゃま」！ 

共生社会の実現を、引き立てていただけるようお願いします。 

 

大根ちゃまへのお仕事依頼は 

daikonchama@gmail.com 

にお願いします。 

大田区手をつなぐ育成会からのメッセージ 

大根ちゃまからのメッセージ 
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©大田区 

■ 訪問時の様子 

■ 作業のお手伝い 

■ 保育園の園児と 
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夏休み自由研究  

〜ユニバーサルデザイン調査隊〜 
１ 活動団体 

 
大田区立東糀谷小学校 ユニバーサルデザイン調査隊 

伊藤 凛（5年） 尾花 優莉（5年） 伊藤 那南（3年） 

２ 取組の内容 

 令和 5年 7月 26日（水）  

夏休みの自由研究に、大田区のユニバーサルデザインを調べるため、障がい者総合サ

ポートセンター「さぽーとぴあ」を見学してお話を聞きました。 

なぜ見学しようと思ったかというと、福祉の仕事をしている伊藤姉妹の父から、さぽーと

ぴあという施設のユニバーサルデザインが充実していると聞き、見学してみたいと思った

からです。 

学校の授業で習ったユニバーサルデザインが大田区ではどうなっているか、知りたいと

思いました。 

また、障がいがある人がどのように生活しているかにも興味があり、共同研究で調べよ

うと思いました。 

 

 

３ 活動を通して 

  

 

学校や保育園にユニバーサルデザインがもっとあったら、先生もこどもたちも、もっと過

ごしやすいし、預ける保護者も安心できると思います。 

「さぽーとぴあ」のように、利用する人も介助する人も快適に過ごせる場所はとてもいい

と思います。まち全体にユニバーサルデザインが増えて、暮らしやすいまちになっていった

らいいなと思いました。これからもユニバーサルデザインについて意識していきたいです。 

 

 

大田区の施設には、多くのユニバーサルデザインが意識されて使用されていることが、

凛さんと優莉さんのレポートから分かりました。２人（と３年生の那南さん）が調べたこと

は、障がいの有無、年齢、性別等に関わらず、どんな所でも活かしていけるものだと思い

ます。 

©大田区 

研究報告書は、Ｐ14 

 

東糀谷小学校 ５年担任 吉田祐希先生からのメッセージ 

ユニバーサルデザイン調査隊からのメッセージ 
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 ５年生の誰よりもユニバーサルデザインについて知ることができた二人は、これからの

生活の中で、様々な人たちの困りごとに気付くことができると思います。学校生活だけで

なく、普段の生活でも様々なアイディアを出し、困っている人への手助けができるはずで

す。 

まずは、東糀谷小学校のユニバーサルデザイン化の推進をし、これからの学校をより良

くしていきましょう！ ゆくゆくは、東糀谷のまち、そして大田区、そこから東京と、どんどん

世界を広げていってほしいと思います。 

 将来二人が、大きな舞台で先頭に立って活躍している姿を期待しています！ 

 

 

「誰もが安心して快適に過ごせるまち」を実現するために、様々な所でユニバーサルデ

ザインが採用されています。ユニバーサルデザインが充実していくなかで、この研究からど

んな物が使いやすく、どういった行動が周りを幸せにするのか学ぶことができたのだと思

いました。 

感想の中で「先生たちが細かい安全面にとても気を付けていたということを感じた」と

ありました。実際に経験しなければ分からなかったことに気づき、ユニバーサルデザインを

どのような所で必要としているのか深く考えることができたから出てきた言葉だと思いま

す。今回の経験を学校生活にも活かしていってほしいと思います。 

 

 

小学生が、自由研究で障がい者総合サポートセンターに来ることは初めてでした。 

こうした見学者が増えることは、障がい理解につながると感じています。 

ユニバーサルデザインのある施設を見学することで障がい者への思いやりや困ってい

る方への気持ちなどの理解に繋がると思います。 

４ 実行委員会からの応援メッセージ 

 ○  素敵な３人組! やさしいまちを創っていきましょうね。 

○   小学生が関心をもってユニバーサルデザインのある施設を深く知ろうとする

ことは、障がい理解につながっていきます。素晴らしいの一言です。 

○  夏休みの自由研究、何を題材にするか悩むところですね。大田区のユニバー

サルデザインに興味をもっていただけるなんて、すごくうれしいです。 

○   地域の小学生が、地域の事を知るこの子達が、10年後、20年後の大田区が誰

もが取り残されない社会を作ってくれる小さな息吹になってくれたら良いと思

いました。 

○  今回の調査隊の自由研究を通して、将来、心のバリアフリーを実現してくださ 

い。 

障がい者総合サポートセンターからのメッセージ 

東糀谷小学校 ３年担任 奥山未来先生からのメッセージ 
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■ 障がい者総合サポートセンター見学時の様子 
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研究結果報告書 
１ そもそもユニバーサルデザインとは？ 
 大田区では、ユニバーサルデザインについて次のように定めています。 

◇   「あらかじめ障がいの有無、年齢、性別、国籍等に関わらず、多様な人々が 

利用しやすいように考えて、都市や生活環境をデザインすること」 

◇   「やさしさが広がり、誰もが安心して快適にすごせるまち おおた」 

・ユニバーサルデザインの７原則 

 １ 公平性 
だれにでも公平に利用できる 
♡ 手すり、スロープ 

２ 柔軟性 
利用者に応じた使い方ができる 
♡ 多機能トイレは自分の状態に合わせて誰でも使用ＯＫ 

３ 単純性と直感性 
使い方が簡単ですぐにわかる 
♡ エレベーターのボタン 

４ 認知性 
必要な情報がすぐに理解できる 
♡ アナウンス、多言語、看板、ディスプレイ 

５ 安全性 
使い方を間違えても重大な結果にならない 
♡ 駅のホームドアは、目の不自由な人やよっぱらいが落ち
ないようにする 

６ 効率性 
少ない力でも楽に使用できる 
♡ センサー式の蛇口、消毒液 

７ 快適性 
使いやすいスペースと大きさを確保する 
♡ 幅の広い改札口、エレベーターが広く作られているなど 

〔バリアフリー〕 

特定の人にとって障害となるものを取り除き、利用できる状態にすること 

〔ユニバーサルデザイン〕 

誰もが、より使いやすいものや施設・サービス等を生み出していくこと 

２ さぽーとぴあには、どんなユニバーサルデザインがあるか？ 

 □１ 段差の低い点字ブロック 

ブロックの段差が平たくなっていて段差が低く、視覚障がいの人も車いすの人も、 

両方が使いやすくなっているそうです。実際に車いすに乗って点字ブロックの上を移動

する体験もさせてもらうと、確かに段差が少なく感じ、押す方も楽に車いすを押すこと

ができました。 
 

□２ 多機能トイレ 

誰でも使える、分かりやすい、車いすの人と 

介助の人が入れるよう広くなっています。 
 

□３ 声の図書館 

拡大読書器、ディズニーランドの点字案内と 

音声案内、点字の地球儀、点字の本など、 

点字や音声で楽しめるものがたくさんありました。 
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□４  パトライト（光で火災を知らせるランプ） 

火事のときに、耳が聞こえない人にはサイレンも聞こえないので便利だと思います。 
 

□５  自動販売機 

車いすの人でも押しやすいようボタンが下についていたり、小銭を落とさないよう

受け皿がついていていいと思いました。 

飲み物一つ一つに点字シールがついていました。 
 

□６  エレベーターのボタン 

ボタンが大きくて、押しやすく見やすいと思いました。 
 

□７  放課後デイサービス、ショートステイの宿泊室、シャワー室などには、新しい設備が

たくさん備わっていました。 
 

□８  難しい字が読めない人でも、ピクトグラムがあれば、どこに何があるかが分かりまし

た。とにかくきれいで、初めて見るものも多かったです。 

３ 研究から学んだこと 

 「さぽーとぴあ」では、予想以上にユニバーサルデザインが多くてびっくりしました。使い

やすく、利用しやすいものがとても多いことを実感しました。 

いろんな人が快適に使えるものが増えているということも「すごいなぁ」と思いました。 
 

私たち３人は、大田区社会福祉協議会の「2023体験！夏ボランティア」にも申し込ん

でいて「さぽーとぴあ」の見学をしたあと、保育園でボランティアの体験をしました。自分た

ちが卒園した大田区内のなかよし保育園で３日間、こどものお世話をさせてもらいました。

保育園は建物が古く、段差や階段など危険な場所もあります。 

ユニバーサルデザインを探してみると、私たちには手すりくらいしか見つけられません

でした。そんななか、先生は、こどもたちのことをいつもよく観察していて、常に安全に気を

配っていると気付きました。保育ボランティアは楽しかったけれど、とても疲れたし、先生た

ちが苦労していることを知りました。 

なぜ、先生が苦労しているかというと、建物が古いなりに、先生たちが細かい安全面に

とても気を付けていたということを感じたからです。保育園は０～５歳児と色々な年齢の

子が一日中過ごす場所であり、外国人で日本語が話せないこどももいました。私たちも実

際にこどもの保育をする立場になってみて、こどもから目を離さないなど、声掛けや気配り

が大事であると感じました。 
 

自分たちが通う東糀谷小学校では、スロープが玄関にあるけれどエレベーターはない

し、玄関には階段や段差もたくさんあります。みんなが集まる体育館は３階にあり、図書室

は４階にあります。車いすの人は、先生がおんぶしているのを見たことがあります。 

「さぽーとぴあ」のように、利用する人も介助する人も快適に過ごせる場所はとてもいい

と思います。まち全体にユニバーサルデザインが増えて、暮らしやすいまちになっていった

らいいなと思いました。これからもユニバーサルデザインについて意識していきたいです。 
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障がい者総合サポートセンター（通称：さぽーとぴあ）は、障がい者の暮らしを総合的

に支える拠点施設として、平成 27年 3月にオープンし事業を開始しました。 

開設以降、障がい者の自立及び社会参加を促進し、障がいのある人もない人も共に

支えあう「共生社会」の実現を目指して、相談支援事業、居住支援事業、地域交流支援

事業、就労支援事業、人材育成事業、施設の貸出し等の事業を進めてきました。 

平成３１年３月には、Ｂ棟がオープンし、短期入所事業や放課後等デイサービス事業

等を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者総合サポートセンター 

 

 
I LOVE YOU

の手話ぴょん 

©大田区 
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まごめ幸陽祭への協力 

      ～和太鼓演奏～ 
１ 活動団体 

 
 大田区立貝塚中学校 民舞和太鼓部 

２ 取組の内容 

 令和５年９月２３日（土）  

貝塚中学校民舞和太鼓部は、平成１６年の創部以来、本校が地域の学校であるとい

う精神を体現する活動を続けてきました。今年度も部員は、自分たちなりの工夫を

加えながら部の伝統を継承し、生き生きと活動しています。 

まごめ幸陽祭への出演のほか、地域の町会から要請を受け、盆踊りや和太鼓演奏

などを行いました。 

 

３ 活動を通して 

   

 

民舞和太鼓部の活動は、毎日の地道な練習に支えられています。 

新曲をマスターするのも、得意な曲に磨きをかけるのも、学校での練習時間に行いま

す。運動部が伸び伸びと体育館を使うのを横目に、民舞和太鼓部は体育館廊下の隅で 

稽古を続けています。 

 

 

 

毎年９月に幸陽祭を開催しており今年で 30回目を迎えました。 

毎回、地域の小中学校の児童生徒によるステージを実施し、活躍の場を創出するととも

に地域交流の場、障がい理解を深める機会となっています。 

貝塚中学校民舞和太鼓部の皆さまには、現在のまごめ園になってから６回程参加いた

だいています。まごめ園利用者も、一般のお客様も毎年楽しみにしています。 

コロナ禍のため 4年ぶりに、体の芯に響く迫力ある演舞を披露いただき、大変盛り上げ

ていただきました 

 

４ 実行委員会からの応援メッセージ 

 ○  障がい者施設のおまつりは、地域との交流にとても大切な行事になっています。 

若い世代に地域で生きる障がい者への理解が深まることを願ってやみません。 

○  民舞和太鼓を通じ、まごめ園との交流、地域交流、障がい理解の向上には、若い学

生さんの力は大きいと感じます。 

©大田区 

大田区立貝塚中学校 民舞和太鼓部からのメッセージ 

まごめ園からのメッセージ 
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○  地域の中学生が、和太鼓を通じて、地域の伝統を受け継ぎながら、共生社会へ向け

た新しいつながりをしている、そんなところが素敵だと思いました。 

○  和太鼓の迫力でコロナ禍も吹っ飛びました。共生社会実現に向けて、これからも 

心に響く和太鼓を届けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ まごめ幸陽祭での発表の様子 
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ともに楽しむボランティア活動  

〜いきいき祭り（うめのき園） 

      ふれあい祭り（しいのき園）〜 

１ 活動団体 

 
 東京都立つばさ総合高等学校 つばさ PASTAハートフル 

２ 取組の内容 

  

 

 

 

 

 

   

つばさ PASTAハートフルは、学校近隣地域の福祉施設の夏祭りにボランティアとして

参加しています。 

令和 5年度は、大田区立うめのき園と大田区立しいのき園の２施設で、生徒 18名、保

護者 12名がボランティアとしてお手伝いし、お祭りを盛り上げました。 

つばさ PASTAハートフルは、活動させていただく施設側との連携を取りながら、学校

内でボランティア参加のきっかけを提供しています。ボランティア参加者は、施設利用者さ

んや職員さん、お祭りに訪れた地域の方々と関わり、楽しみながら、地域社会の一員とし

て貢献できるということを学んでいます。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

【つばさ PASTA とは】 

つばさ総合高等学校 保護者(Parents)と生徒(Students)と

教職員(Teachers)の会(Association)の略です。 

つばさPASTAのセクションの一つであるハートフルでは、ボラ

ンティア活動を通じて、地域参加・社会貢献の意識を育む活動をし

ています。 

©大田区 

しいのき園「夏祭り体験コーナー」 うめのき園「ゴミステーション」 
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３ 活動を通して 

  

 

人と人の繋がりで、約 20年前に、つばさ総合高等学校とうめのき園との繋がりができ

「いきいき祭り」にボランティアとして参加していただいています。皆さまの明るさや活気に

より、園祭を盛り上げていただき、大変ありがたく思っています。 

 

 

つばさ総合高等学校の学生の皆さんがボランティアとして、参加してくださることは、障

がい理解の啓発に繋がっています。 

 

 

（つばさPASTA ハートフル担当者） 

◇  通常、高校生は障がいのある方々とのふれあう機会がもてないので、大変良

い機会であり、良い経験だと思います。これからも続いて欲しい活動だと思い

ます。障がいのある方をあたたかく見守る心が養われることを願います。 

◇  今年度はコロナ禍が明けたばかりで手探りでの活動でしたが、思った以上に

施設の方々が喜んでくださり、生徒も初めての経験で不慣れながらも楽しく活

動出来ました。これからも地域に根差した活動を行えればと思います。 

（生徒ボランティア参加者・２ 年生） 

◇   来場した人たちの楽しそうな様子や、施設の人たちからお礼の言葉をもらえ

て、とても幸せな気分になりました。ボランティアには友達も参加していてと

ても楽しい１日でした。参加して良かったです。ありがとうございました。 

（生徒ボランティア参加者・１ 年生） 

◇  利用者さんも地域のお子さんも楽しそうにしていて、フレンドリーであたた

かい気持ちになりました。 

（生徒ボランティア参加者・３ 年生） 

◇  今回初めてボランティアに参加しましたが、利用者さんたちが楽しんでくれ 

ているのが嬉しかったです。これからもこのような活動に積極的に参加したい

と思います。 

（学校教職員） 

◇  つばさ総合高等学校のボランティア活動は、一期生の課題研究の時間に「実際の

現場と関わりたい」という生徒の強い希望で、施設見学や授産作業を一緒に体験させ

ていただくことからスタートしました。その後、福祉部を中心に夏祭りのお手伝いをさせ

ていただき、徐々につばさPASTAがボランティアを斡旋する今のかたちに変わりなが

ら、約20年間活動は続いています。 

 

 

つばさPASTA ハートフルからのメッセージ 

うめのき園からのメッセージ 

しいのき園からのメッセージ 
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４ 実行委員会からの応援メッセージ 

 〇 地域の一員として共同で何かに取り組む経験は、相互理解と暮らしやすいまち

づくりの第一歩です。２０年ものこの絆が続いていることに感銘を受けました。 

○  「ともに楽しむ」ことはお互いを理解する大きな一歩になりますね。これからも一緒に

活動しましょう。  

〇 学生のボランティア活動は大きな力です。コロナ禍でボランティア精神のモチ

ベーションが下がったと聞いていますが、いえいえ、まだまだ大丈夫！施設や利

用者と楽しんでボランティア活動をしてくださる皆さんに感謝しています。 

○ ともに楽しむ精神は重要だと思います。長く続けてください。 

○ 人と人を繋ぐボランティア活動で、地域に人と人との輪をつくってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 打ち水と活動の様子 
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JAL スカイ  

〜スカーフの加工プロジェクト〜 

１ 活動団体 

 
 株式会社 JALスカイ 

２ 取組の内容 

 
 

 

 

スカーフのリメイクを、おおむすび連絡会の事務局に調整いただき、就労継続支援Ｂ型

事業所の樹林館に発注しました。スカーフは、407個の素敵なポーチ等に生まれ変わりま

した。 

 また、スカーフのリメイクと一緒におおむすびのクッキーも購入しました。 

３ 活動を通して 

  

 

◇ 事務局からスカーフとともに焼菓子の購入をご提案させていただきました。 

◇ SDGｓに率先して取組んでいる大田区にとっても、とてもやりがいのある仕事となりま

した。 

◇ 新空港を有する唯一の２３区である大田区として、参加できたことは、とてもありがた

いお話でした。 

◇ 世界に羽ばたく JAL職員の方に、おおむすびの PRをすることができました。 

◇ リメイクという新たなビジネスモデルを構築できたのは、大きな収穫となりました。 

 

 

◇ このたびは、大変名誉ある賞をいただき、誠にありがとうございます。 

ステキなポーチを作っていただき、おいしいクッキーとともに 

社員からも大好評でした。 

私たち JALスカイはこれからも、羽田空港を通じて 

大田区の皆さまとともに大田区を盛り上げる活動をして 

いけたらと思います。 

©大田区 

おおむすび連絡会からのメッセージ 

株式会社 JALスカイからのメッセージ 

株式会社 JALスカイの SDGｓの取組 

【JAL スカイ スカーフの加工プロジェクトとは】 

日本航空空港係員に配布された東京オリンピック仕様の

スカーフのリメイク 
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４ 実行委員会からの応援メッセージ 

 ○  大田区にある企業様の参加はとても励みになります。企業ならではの強みを生かし

ていただきありがとうございます。 

〇  ＪＡＬという大手の企業が、羽田空港のある大田区で、地道に障がい理解に携わって

くださることは、私たちの活動の励みにもなり、とても素敵なことだと思いました。 

○  SDGsの取組みを通したプロジェクトへの参画を高く評価します。 

○  「スカーフのリメイク」と「おおむすびの PR」、意外性のある発想の SDGｓの取組み

は、新たなビジネスモデルを感じました。 

○  オリンピック仕様のスカーフのリメイクは、まさに金メダルのアイデアです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 日本航空空港係員の皆さまとリメイク商品 

■ リメイク商品 
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「おおむすび」の周知・ 

自主生産品の購入・販売会実施への協力 

１ 活動団体 

 
 第一生命保険株式会社 品川支社 

２ 取組の内容 

 第一生命保険（株）品川支社では、地域貢献の一環としておおむすびを色々な形で 

応援しています。 

（１） 顧客様への配布品としておおむすび商品を採用 

◇令和４年度 バスボム、革のしおり、ノート  

◇令和５年度 「小さな村ｇ７商品」 

  

 

（２） 顧客訪問等の際に、チラシを配布し「おおむすび」の PRに協力 

 

（３） 支社内で社員及び顧客様を対象に「おおむすび商品」の販売会を実施 

 

 

３ 活動を通して 

  

  

◇  おおむすびの PR活動の一環として、大変役立っています。 

◇  おおむすび商品の理解に役立っています。 

◇  施設利用者も一緒に販売会に参加し、モチベーションアップにも繋がっています。 

◇  利用者の工賃向上及び社会参加に寄与いただいています。 

 

 

 

◇  今後も「おおむすび商品の購入・定期的な販売会」で、 

地域貢献していきたいと考えています。 

また、新たな連携についても模索していきたいと考えています。 

 

 

©大田区 

おおむすび連絡会からのメッセージ 

第一生命保険（株）品川支社からのメッセージ 

おおむすびについては、Ｐ35 

小さな村ｇ７商品については、Ｐ４ 

 
おいしい

ぴょん 
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４ 実行委員会からの応援メッセージ 

 ○ 自主生産品の PRありがとうございます。心を込めて作った品物をより多くの方に知

っていただく機会をつくっていただき感謝いたします 

○ 地域社会への貢献活動に尽力されていることが、素晴らしいと感じます。これからも

社会参加の架け橋となる活動を続けていただくことを願っています。 

○ おおむすび商品の認知度の向上に貢献し、なおかつ定期的に販売会を実施してくだ

さることに感謝しています。 

○ おおむすび商品は、施設利用者が一生懸命作ったものです。多くの区民の皆さまに知

っていただきたいと考えています。配布品としてご利用いただけるのはとてもありがた

いことです。 

○ 地域の方達とつながっている保険外交員の方を通じて、おおむすび商品の配布を 

行うことは、障がいの理解啓発に繋がり素敵なことだと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 社内 広報誌から ■ おおむすびセット 
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ペアダンス 

〜社会参加と健康推進〜 
１ 活動団体 

 
 ペアダンスの会 明友会 

２ 取組の内容 

 視覚障がい者の会員を中心に、社会参加及び健康推進と、参加者相互の親睦を深め

るための活動を行っています。会員は、視覚障がい者とシニア会員（ダンスのサポート）と

ガイドヘルパーで構成しています。 

（１） 主な活動場所等 

活動場所：大田区立障がい者総合サポートセンター（さぽーとぴあ）又は新井宿会館 

練習日：毎週月曜日 １０：００から１２：００まで 

受講料：1回 ３００円  

ストレッチ体操とペアダンス（アメリカンスタイル社交ダンス） 

（２） 外部活動等 

◇発表、交流の場 

 講師主催 JSDCのダンスパーティーでの発表（年に１回） 

◇その他の活動 

 平成 31年 １月  NHK ラジオ第二「視覚障害ナビ・ラジオ」の取材 

令和 4年 10月  ヨコハマ SDGｓ文化祭へのデモンストレーション 

令和 5年  ９月 11日 NPO法人 目と心の相談室「ペアダンス体験会」 

令和 5年 12月 2日 町田まちカフェ 
 

３ 活動を通して 

 

 

 

 

もっと多くの地元大田区民の方にも参加いただきたいと希望しています。 

視覚障がいの状況の違いや障がい者手帳をお持ちでない方（所属団体の無い方）等、

様々な立場の違いを越え、ダンスを通して心身への好循環をめざし活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

©大田区 

■ 練習の様子 
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◇  視覚に障がいのある方から一言 

・ダンスに参加することで、動かせる身体を保てます。 

・慣れるまでは、続けることが大切！ 

・以前はよく脚をつっていたが、今はなくなりました。 

・毎日が楽しくなりました。気が付いたら、ステップを踏んでいることがあります。 

・眼が悪くなってから前屈み姿勢になっていましたが、ストレッチでバランスが良くな

り太りにくくなりました。 

◇  サポートメンバーから一言 

・この教室に来てから姿勢を常に気にするようになり、歩幅が大きくなりました。 

・背が伸びました。 

・病気でしばらく休んでいたサポーターが、ペアダンスを再開し体力と笑顔が戻って

いて嬉しいです。 

・激しい動きもなく、楽しく踊っています。 

・障がいのある人たちと心を合わせ活動することで、たくさんの気づきがあります。 

・バリアフリーの場を楽しめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 実行委員会からの応援メッセージ 

 ○ 誰もが、趣味や交流の時間をもつことは、とても重要なことで、視覚障がい 

の方がいきいきとできるダンスサークルを様々な会員で構成されていることがと

ても素敵だと思いました。 

〇 バランスが良くなったり、姿勢が良くなったりと良いことづくしですね。障が

いのある人もない人も一緒に楽しめるなんて素敵です。 

○  障がいの有無にかかわらず、“ふれあう”ことは安心感が生まれます。障がい

者の社会参加の架け橋となる活動をこれからも期待しています。 

○  これからも、自分も周りの人も「にっこり」できるように活動しましょうね。 

 

 
 
 
 

◇ 活動詳細：明友会ホームページアドレス   

https://meiyukai-dance.jimdosite.com 

 

◇ 視覚障がい者の参加者を募集しています。 

ダンス経験のあるシニアボランティアメンバーも楽しんでサポートしています。 

一人で参加できます。（ガイドヘルパーと一緒でも大丈夫です） 

安心して、是非見学にきてください。 

見学、体験希望の方は、事前に連絡員まで、ご連絡ください。 

ペアダンスをやってみようかな、と思う方への一言メッセージ 
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■ デモンストレーションの様子 

■ 新井宿地区 福祉と文化と医療のまちのスペシャルデー 参加時の様子 
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みんなで楽しく 

合唱サークル 
１ 活動団体 

 
 コール大田 

２ 取組の内容 

 視覚障がい者を中心とした初心者向け合唱サークルです。 

現在、約 13名中、視覚障がい者７名で活動しています。 

活動をはじめて約 25年になります。 

 

（１） 主な活動場所 

   東京都障害者福祉会館（所在地：港区） 

   原則として毎週水曜日  

１３：３０から１５：３０まで 

（２） 会費 月１，５００円 

（３） 講師 笈川 郁子先生 

（４） 発表会 

    年２回合唱祭に参加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 活動を通して 

 

 

 

 

 

◇  「故郷」を歌の「思いいずる故郷」の時など「ニコッ」とした顔で皆さんの共感を受ける

ようになどのご指導が楽しいです。 

◇  声を出すことは、健康に良いので楽しく参加しています。 

◇  ハーモニカで参加しています。歌との調和で心が豊かになります。 

歌との合奏に心がけています。 

 

 

◇ 大田区民合唱連盟 「コーラス・フェステイバル」 

令和 5年7月 1日（土） 

大田区アプリコ大ホール 

発表曲：むこうむこう、君にのせて、岬めぐり 

◇ 大田区文化祭  

令和 5年 12月 3日（日）  

大田区アプリコ大ホール 

©大田区 

会員からのメッセージ 
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◇ 現在92歳、歳に負けず元気に楽しく参加しています。 

◇ 遠方（埼玉）から参加ですが、楽しいので休まず頑張って通っています。 

 

 

◇ コロナ禍で活動が思うようにできなかった日々でしたが、みんなで歌えることに幸せを

感じています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 実行委員会からの応援メッセージ 

 〇  歌の好きな方々が合唱という形で自身も楽しみ、そして発表会として合唱祭に参加

されている活動に心から「にっこり」いたします。 

〇  合唱は楽しいです。若々しい声が聞こえてきそうです。 

〇  障がいのある方、ない方、関係者が協力し、今後ますますの発展を期待しています。 

○  歌が好き！好きなことを一生懸命にやる。人生で一番大事なことを教えてくれました。 

○  「みんな」と「たのしく」は素敵なキーワードです。これからも素敵なハーモニーを奏で

ましょう。 

 

◇ 会員募集 

一緒に楽しく歌いませんか。 

どなたでも大歓迎です。 

視覚障がいの方、違う障がいのある方、障がいのない方 

歌が上手な方、自信のない方 

どなたでもどうぞ！楽しく歌いましょう。 

■ 発表会の様子 

 

障がいの種別に関係なく、障がいのあるなしではなく、上手・下手ではなく、 

歌が大好きな方々と一緒に活動ができることを希望しています。 

笈川先生の方からのメッセージ 

 

会のモットー 
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聴覚障がいの理解啓発活動 

１ 活動団体 

 
 大田区聴覚障害者協会 

２ 取組の内容 

 ◇ 聴覚障がいの理解啓発 

   小中学校の総合学習、聴覚障がい者の理解啓発講座、大田区手話講習会に講師を

派遣して理解啓発を行っています。 

また、当協会の要望を行政に伝え賛同をいただき、9月 23日の「手話言語の国際デ

ー」には、大田区役所と羽田イノベーションシティでブルーライトアップとスライド動画投

影が実施されました。 

◇ 防災活動 

大田区自立支援協議会の防災部会のメンバーとして災害時の要援護者支援につい

て話し合っています。 

また、関係団体とともに聴覚障害者災害対策委員会を立ち上げ、命を守るための防

災マニュアルを作り、福祉部各課との懇談を続けています。 

◇ 「ヒゲの校長」の上映会 

手話とろう者を命がけで守った歴史を 

後世に引き継ぐため、大正から昭和にかけて、 

ろう教育の中で手話を守り抜いた 

教師の物語「ヒゲの校長」の上映会を 

11月に開催しました。 

３ 活動を通して 

  

 

◇ これからも地域の仲間と協力しあって、 

にっこり笑顔で活動を続けていきたいと思っています。 

４ 実行委員会からの応援メッセージ 

 〇 手話講習会で理解啓発を行っていること、防災活動にも力を入れていらっしゃるこ

と、手話は確実に身近なものになっていると感じます。 

〇 小中学校の総合学習などは、これからを担うこどもたちにとっても理解啓発につなが

る大切な授業だと思います。 

○ 聴覚障がい者の方たちが、自ら率先して自分たちのことを発信し理解啓発に努めてい

ることは、とても素敵なことだと思いました。お互いの理解は「誰もが暮らしやすいまち

づくり」の重要な要素です。 

©大田区 

大田区聴覚障害者協会からのメッセージ 

 

■「ヒゲの校長」上映会ポスター 



33 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 高齢者のつどいの様子

の様子 
 ■ 発表会の様子 

■ 手話言語の国際デー  ライトアップ 

の様子 

■ サロン会の様子 

の様子 

■ 福祉講座の様子 

の様子 

 
I LOVE YOU

の手話ぴょん 
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手遊びの会  

〜地域の居場所づくり〜  
１ 活動団体 

 
 大田区精神障害者家族連絡会 有志 

２ 取組の内容 

 地域の中の居場所として、会話をしながら、折り紙・お絵かき・工作などを月１回実施し

ています。 

無心で取組むことで落ち着く時間が、心穏やかになり、指先を使うことは、頭脳が活性

化されます。 

（1） 主な活動場所 

   コミュニティスペースにしかまた 

（２）活動日 

   原則として毎月最終木曜日 13：30から 15：30まで 

（３）参加費 

作品作成のための実費 

（４）参加者 

   地域の高齢者、小学生や精神障がいがあってもなくても参加できます。 

    

３ 活動を通して 

 

 

 

 

◇ こうした交流から、精神障がいの方を理解いただくきっかけになるようにと願ってい

ます。 

◇ ほんの少し勇気を出して、足を運んでください。きっと、心が開けます。 

◇ 毎回、何をするか考えることも、楽しく思えます。 

◇ ずっと引きこもっていましたが、勇気を出して行ってよかった。 

◇ 作品は会場に展示されますので、来店された方の感想などを聞くことができます。 

   

   

 

 

 

 

 

精神障がい者も、そうでない方も安心して立ち寄れる地域の居場所で 

ありたいと思っています。  

精神障がいは、だれでもなる可能性があります。 

小さな活動から、精神障がいの理解と悩んでいる方の力に少しでもなれる

ようこれからもこの活動は、続けていきたいと思います。 

©大田区 

会員からのメッセージ 
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４ 実行委員会からの応援メッセージ 

 〇 地域に人の温もりを感じる居場所があることは、精神障がい者のみならず、誰もが必

要とする場所です。一緒に過ごすことで理解啓発に繋がっていくことを期待します。 

〇 無心で取組むことで落ち着く時間が、心穏やかになりますね。 

私も心がざわつくとき、指先を使って何かを作っています。とても大事な取り組みです。 

○ 外見ではわからない障がい。これからも、みんなが寄り添った活動ができますように。 

○ 人と人が繋がり、障がい理解も深まる活動で、安心できる居場所の創出は、地域の 

灯となるでしょう。応援しています。 

〇 こもってはいけない。理解してくれる方は必ずいます。共生の気持ちです。 

○ 安心できる、ゆったりできる「居場所」はとても大事です。身近な地域に作っていきまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 作成の様子 

 

©大田区 
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「おおむすび」  

障がい者福祉施設の商品 
 

「おおむすび」 

このロゴマークには、「(お)大田区」の「(お)客様」に 

私たちの商品を「(お)気に入り」にしていただき、 

末永くご愛顧いただきたいという想いを込めて、 

３つの(お)と縁起の良い水引の「結ぶ」をイメージして作成しております。 

平成２８年度に大田区内障がい者福祉施設の商品(自主生産品)販売促進を図る観点

から、多摩美術大学の学生とのコラボにより誕生したロゴマークです。 

「おおむすび」と読みます。「大田区」の頭文字「O」の丸い形状から「O→円→縁」と、人と

人のつながりのきっかけになるようにとの願いが込められています。 

現在では、区内障がい者福祉施設利用者の工賃（給料）向上・社会参加を促進する取り

組みを「おおむすび」と位置づけています。 

 

障がい者福祉施設の商品（自主生産品）を 

購入してみませんか 

障がい者福祉施設では、様々な商品（自主生産品）を販売しています。 

商品の販売収入から必要経費を引いた収益の全額が、利用者の方への工賃（給料）とし

て支払われます。より多くの方から求められる商品を作ることで、利用者の工賃（給料）向

上・社会参加を促進していきます。 

利用者の手で一つ一つ丁寧に作られた商品を一度、手にお取りください。 

 

商品の購入・販売に関するお問い合わせは、下記窓口にご連絡ください。 

大田区生産活動支援施設連絡会（おおむすび連絡会）事務局 

   （大田区立志茂田福祉センター） 

電話  ：03-3734-0763 

FAX ：03-3734-0797 
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「エスカレータ歩かないで安心・安全」 
エスカレータの乗り方をもう一度見直そう！  区民への周知をしました。 

◇実施日：令和５年 11月１日（水）・２日（木） 

◇場所：蒲田駅、大森駅、池上駅、京急蒲田駅 

◇主催：特定非営利活動法人 大身連 

 

■ 周知活動の様子 
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おおた みんなのつどいプロジェクト表彰実施要綱 

令和５年３月24日 

おおた みんなのつどいプロジェクト実行委員会 

（目的） 

第１条 この要綱は、おおた みんなのつどいプロジェクトの取組の一つとして、障がい理

解を取り入れた地域活動等（以下「地域活動」という。）を表彰すること（以下「表彰」

という。）により、障害者基本法（昭和45年法律第84号）第７条に規定する地域社会にお

ける共生、差別の禁止等の基本原則に関する区民の関心及び理解が深まることを目的とす

る。 

（事業内容） 

第２条 表彰の対象となる地域活動は、障がいのある人もない人も笑顔になるものであり、

かつ、大田区内の各地域において障がい理解を実践的に取り組んでいる内容とする。また、

地域活動の内容は、広く周知できるものでなければならない。 

(対象外の活動)   

第３条 次に掲げる地域活動は、対象外とする。 

（１） 営利目的の活動 

（２） 宗教、政治活動 

(応募資格) 

第４条 大田区内で活動実績がある団体、企業等とする。 

（応募方法） 

第５条 応募は、「おおた みんなのつどいプロジェクト表彰応募用紙」（別記様式）に地

域活動の内容を記入して提出するものとする。応募にあたっては、自薦他薦を問わない。

ただし、他薦の場合、地域活動主体からの同意を得たものでなければならない。 

（１） 地域活動の実施前に応募する場合は、開催の案内等を添付すること。 

（２） 地域活動の実施後に応募する場合は、事業の案内、写真等実施したことがわかる資

料を添付すること。ただし、応募及び写真の添付等について参加者等から同意を得な

ければならない。 

（３） 提出先 事務局（大田区福祉部障害福祉課） 

（募集期間） 

第６条 令和５年５月１日から令和５年９月30日までとする。 

（審査、表彰） 

第７条 応募のあった地域活動の中から「おおた みんなのつどいプロジェクト実行委員会」

（以下「実行委員会」という。）で審査の上、先進的な取組などを障害者週間に表彰するも

のとする。 

（その他） 

第８条 その他必要な事項は、実行委員会が別に定める。 

付 則 

 この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 
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おおた みんなのつどいプロジェクト 

実行委員会 

令和５年 12 月 
 

 

○ 障がい者文化展 
12月 14日（木）から 12月 20日（水） 

大田区立池上会館 

１階展示ホール 

（大田区池上 1-32-8） 

作： 志村 雅人 

障がい者文化展出品作品 

 
みんな笑顔
になるぴょん 

 

僕のともだち 
みんな 
仲良し！ 

©大田区 


